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蘆
雪
と
い
う
画
家

　

江
戸
時
代
半
ば
の
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）、
一
人
の
画
家
が

紀
州
を
訪
れ
ま
し
た
。
京
都
の

長
沢
蘆
雪
（
一
七
五
四
〜
九
九
）

で
す
。
蘆
雪
は
現
代
ま
で
つ
な

が
る
日
本
画
の
礎
を
築
い
た
円

山
応
挙
の
高
弟
で
、
こ
の
一
〇

年
の
間
に
愛
知
、ス
イ
ス
、大
阪
、

福
岡
、
東
京
の
各
地
で
回
顧
展

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
代
表
作
の「
龍

虎
図
」（
図
１
）
は
、
ご
存
じ
の

方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

蘆
雪
は
丹
波
国
篠
山
藩
（
兵

庫
県
丹
波
篠
山
市
）
の
藩
士
の

家
に
生
ま
れ
た
の
ち
、
幼
少
期

を
京
都
で
過
ご
し
ま
し
た
。
当

時
京
都
で
大
活
躍
し
て
い
た
円

山
応
挙
に
絵
を
学
び
、
二
九
歳

の
と
き
に
は
『
平
安
人
物
志
』

と
い
う
京
都
の
著
名
人
が
掲
載

さ
れ
る
書
物
に
名
を
連
ね
、
画

家
と
し
て
世
間
の
評
価
を
得
て

い
ま
し
た
。

　

蘆
雪
が
三
三
歳
の
と
き
、
遠

方
で
の
大
き
な
仕
事
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
天
明
六
年

か
ら
七
年
に
か
け
て
紀
州
を
訪

れ
、
三
つ
の
寺
で
手
が
け
た
約

一
八
〇
面
の
襖
絵
。
現
在
残
っ

て
い
る
蘆
雪
画
の
中
で
は
最
初

で
最
大
の
連
作
な
の
で
す
。

な
ぜ
和
歌
山
に
来
た
の
か

　

蘆
雪
が
紀
州
に
来
た
目
的

は
、
宝
永
の
大
地
震
（
一
七
〇

七
）
を
経
て
再
建
さ
れ
た
紀
伊

国
南
部
の
禅
宗
寺
院
―
―
無
量

寺
、
成
就
寺
、
草
堂
寺
―
―
の

襖
に
絵
筆
を
揮
う
こ
と
で
し

た
。
無
量
寺
と
成
就
寺
は
串
本

町
、
草
堂
寺
は
白
浜
町
に
あ
り

ま
す
。
有
史
以
来
最
大
級
の
地

震
と
さ
れ
る
宝
永
地
震
は
、
紀

州
の
沿
岸
部
に
壊
滅
的
な
打
撃

を
与
え
ま
し
た
。
蘆
雪
が
揮
毫

し
た
三
か
寺
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
、
無
量
寺
は
地

震
の
後
に
移
転
、
草
堂
寺
の
あ

る
富
田
地
区
で
も
痛
ま
し
い
被

害
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
各
寺
院

の
棟
札
や
「
津
波
警
告
板
」（
富

田
区
長
蔵
）
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
草
堂
寺
は
地

震
か
ら
七
七
年
後
の
天
明
四
年

に
よ
う
や
く
新
本
堂
が
竣
工
、

無
量
寺
は
七
九
年
後
の
天
明
六

年
に
よ
う
や
く
再
建
が
叶
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
完
成
し
た
本
堂

の
襖
絵
を
仕
上
げ
る
た
め
に
呼

ば
れ
た
の
が
蘆
雪
で
し
た
。
伝
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家
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評
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蘆
雪
が
三
三
歳
の
と
き
、
遠

方
で
の
大
き
な
仕
事
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
天
明
六
年

か
ら
七
年
に
か
け
て
紀
州
を
訪

れ
、
三
つ
の
寺
で
手
が
け
た
約

一
八
〇
面
の
襖
絵
。
現
在
残
っ

承
で
は
、
無
量
寺
・
草
堂
寺
の
住
持
と
応
挙

が
若
い
頃
に
あ
る
約
束
―
―
あ
な
た
た
ち
の

寺
が
建
っ
た
と
き
に
は
私
が
絵
を
描
き
ま

し
ょ
う
―
―
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
忙
で

京
都
を
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
応
挙
の
代
わ
り

に
、
高
弟
の
蘆
雪
が
遣
わ
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

無
量
寺
収
蔵
庫
の
改
修

　

蘆
雪
が
去
っ
た
後
、
三
か
寺
は
そ
れ
ぞ
れ

の
方
法
で
襖
絵
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
無
量
寺
は
、
独
自
に
収
蔵
・
展
示
施
設

（図２） 蘆雪の障壁画がある和歌山の寺院地図

（図３） 無量寺収蔵庫外観

を
構
え
運
営
し
て
き
た
点
に
特
色
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
一
一
月
、

無
量
寺
境
内
に
「
串
本
応
挙
芦
雪
館
」
が
開
館
。

収
蔵
と
展
観
を
兼
ね
た
小
美
術
館
と
し
て
串

本
の
人
々
と
と
も
に
歩
み
、
令
和
八
年
（
二

〇
二
六
）
の
本
年
に
は
、
開
館
六
五
周
年
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

に
は
襖
絵
を
保
存
し
つ
つ
公
開
す
る
収
蔵
庫

を
開
設
。
こ
ち
ら
も
建
設
よ
り
三
五
年
を
迎

え
、
こ
の
先
も
長
く
襖
絵
を
守
り
伝
え
る
た

め
に
、
今
年
、
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
和
歌
山
県
立
博
物
館
で
は

工
事
の
間
、
襖
絵
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
串
本
で
襖
絵
が
見
ら
れ
な
い

期
間
も
多
く
の
人
に
蘆
雪
画
に
触
れ
て
い
た

だ
く
べ
く
、
無
量
寺
の
蘆
雪
・
応
挙
に
よ
る

襖
絵
全
五
五
面
を
公
開
す
る
特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。

蘆
雪
の
襖
絵
が
一
堂
に

　

通
常
は
現
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
無
量
寺

の
襖
絵
が
博
物
館
に
や
っ
て
く
る
貴
重
な
機

会
に
あ
わ
せ
、
成
就
寺
、
草
堂
寺
、
そ
し
て

蘆
雪
が
最
後
に
立
ち
寄
っ
た
高
山
寺
（
田
辺

市
）
と
、
蘆
雪
が

紀
州
で
描
い
た
襖

絵
の
す
べ
て
（
修

復
中
の
も
の
を
除

く
）
を
展
示
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
蘆

雪
が
帰
京
後
、
画

風
を
洗
練
さ
せ
て

挑
ん
だ
薬
師
寺

（
奈
良
市
）
の
襖

絵
も
一
堂
に
並
び

ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
蘆
雪
が
和
歌

山
で
遂
げ
た
変

化
、
そ
し
て
蘆
雪

を
育
ん
だ
紀
州
の

魅
力
も
感
じ
ら
れ

る
機
会
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
準
備

中
で
す
。

　

ま
た
、
無
量
寺

の
ご
協
力
の
も

と
、
寺
宝
の
悉
皆

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
串
本
の
歴
史
の
一

端
を
語
る
、
寺
外
初
公
開
の
資
料
に
も
お
目

に
か
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

国
内
に
お
い
て
無
量
寺
の
蘆
雪
に
よ
る
襖

絵
全
て
が
寺
外
で
公
開
さ
れ
る
の
は
、
二
〇

〇
〇
年
に
当
館
と
千
葉
市
美
術
館
で
展
示
さ

れ
て
以
来
二
五
年
ぶ
り
。
応
挙
の
襖
絵
も
同

時
に
寺
外
で
公
開
さ
れ
る
の
は
、
国
内
で
は

初
め
て
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
に
こ
め
た
意
味

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
タ
イ
ト
ル
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

メ
イ
ン
と
な
る
無
量
寺
の
蘆
雪
画
の
魅
力
を

一
言
で
表
し
た
い
と
考
え
選
ん
だ
の
が
「
生

動
」
と
い
う
言
葉
で
す
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
は
、「﹇
名
﹈
生
き
生
き
と
し
て
い
る
こ
と
。

特
に
、
文
字
・
絵
画
な
ど
の
、
い
ま
に
も
動

き
出
そ
う
と
す
る
か
の
よ
う
な
生
き
生
き
と

し
た
趣
を
い
う
。」
と
あ
り
ま
す
。
東
洋
絵
画

史
の
文
脈
で
は
、
中
国
南
斉
の
画
家
謝
赫
が

絵
画
の
最
も
重
要
な
要
素
と
し
て
「
気
韻
生

動
」
を
挙
げ
て
以
来
、
目
指
す
べ
き
絵
の
あ

り
方
と
し
て
追
い
求
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

龍
虎
図
に
代
表
さ
れ
る
無
量
寺
の
絵
画
は
、

今
に
も
画
面
か
ら
飛
び
出
し
て
き
そ
う
な
、

躍
動
感
に
あ
ふ
れ
る
表
現
が
魅
力
で
す
。
展

示
室
で
は
、
生
き
生
き
と
動
き
だ
さ
ん
ば
か

り
の
蘆
雪
画
の
魅
力
を
、
全
身
で
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
制
作
か

ら
二
四
〇
年
も
の
あ
い
だ
蘆
雪
画
を
愛
し
、

守
り
続
け
て
き
た
先
人
た
ち
の
心
に
も
思
い

を
馳
せ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
、
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

し
ゃ 

か
く
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近代美術館・博物館の活用促進事業

ワークショップで地域のこどもやおとなに
着色のポイントを伝える大学生

岡公園での説明の様子

資料運搬用エレベーター工事の様子

　

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
一
一
月
一
五
日

（
土
）
一
三
時
か
ら
一
六
時
ま
で
、
友
の
会
と

の
共
催
で
、
特
別
展
「
紀
伊
徳
川
家
の
威
風
」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
現
地
見
学
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
博
物
館
を
出
発
し
、
徳
川
吉

宗
生
誕
地
や
報
恩
寺
、
寺
町
通
り
、
珊
瑚
寺
、

岡
公
園
、
和
歌
山
城
岡
口
門
な
ど
を
巡
り
、

学
芸
員
が
各
所
で
説
明
し
ま
し
た
。
見
学
会

前
後
に
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
紀

伊
徳
川
家
に
関
す
る
関
心
や
理
解
が
よ
り
高

ま
れ
ば
と
考
え
、
計
画
し
ま
し
た
。
事
前
申

込
み
で
募
集
し
、
参
加
者
は
二
七
名
で
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
木
々
の
紅
葉
を
愛
で
な

が
ら
、
博
物
館
周
辺
の
、
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
紀
伊
徳
川
家
ゆ
か
り
の
場
所
を
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
博
物
館
は
、
今
後

も
友
の
会
と
の
共
催
で
、
こ
う
し
た
現
地
見

学
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
和
歌
山
県
立
博
物
館
は
、現
在（
令
和
八

年
三
月
時
点
）休
館
中
で
す
。令
和
八
年
三

月
ま
で
は
、館
内
に
あ
る
三
機
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
の
た
め
、休
館
を
し

て
い
ま
す
。ま
た
令
和
八
年
四
月
〜
八
月

上
旬
は
、館
内
の
空
調
機
改
修
工
事
の
た

め
、休
館
を
す
る
予
定
で
す
。再
オ
ー
プ
ン

は
令
和
八
年
八
月
一
一
日（
火
）か
ら
の
特

別
展「
蘆
雪
生
動―

南
紀 

無
量
寺
へ
の
旅

―

」と
な
り
ま
す
。今
回
の
改
修
工
事
は
、

展
示
室
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
な
い

た
め
、八
月
の
再
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
て
も
、

新
し
く
な
っ
た
と
こ
ろ
は
わ
か
り
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。当
館
も
築
三
〇
年
を

越
え
て
お
り
、施
設
と
し
て
様
々
な
課
題

も
出
て
来
て
お
り
ま
す
。少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、更
新
を
進
め
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。約
半
年
間
休
館
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。再
オ
ー
プ
ン
後
も

今
ま
で
同
様
、博
物
館
を
ご
利
用
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
立
博
物
館
で
は
、
文
化
財
の
複

製
（
レ
プ
リ
カ
）
を
製
作
し
、
活
用
す
る
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
文
化
財
を
め
ぐ
る
交

流
が
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
と
い
っ
た
地
域

課
題
に
向
き
合
う
、
博
物
館
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
こ
の
取
組
は
、

平
成
二
二
年
度
か
ら
文
化
庁
の
博
物
館
支
援

事
業
の
補
助
を
受
け
、
同
様
の
地
域
課
題
に

向
き
合
う
全
国
の
博
物
館
と
地
域
へ
の
普
及
、

す
な
わ
ち
事
業
の
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
取
組
に

着
手
す
る
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
の
協
力
を

得
て
、
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
た
課
題
と
展

望
の
共
有
が
実
現
し
た
こ
と
も
、
大
き
な
成

果
で
す
。

技
術
交
流
会
（
一
二
月
一
九
日
）

　

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
用
い

る
造
形
は
、
県
内
の
高
等
学
校
と
共
働
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
和
歌
山
の
県
立
和
歌
山

工
業
高
等
学
校
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
、
そ
し
て

大
分
の
県
立
宇
佐
産
業
科
学
高
等
学
校
電
子

機
械
科
の
生
徒
た
ち
が
、
相
互
の
製
作
に
つ

い
て
発
表
し
、
情
報
交
換
や
課
題
の
共
有
を

行
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
一
月
二
五
日
）

　

和
歌
山
で
は
、
田
殿
丹
生
神
社
の
丹
生
明

神
・
高
野
明
神
坐
像
（
平
安
時
代
）
を
テ
ー

マ
に
文
化
財
レ
プ
リ
カ
を
製
作
。
田
殿
小
学

校
や
有
田
川
町
教
育
委
員
会
等
の
協
力
を
得

て
、
地
域
住
民
や
児
童
・
生
徒
三
〇
名
が
、

レ
プ
リ
カ
の
着
色
や
下
地
処
理
の
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
月
三
一
日
）

　

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
に
て
、
こ
の
事
業

モ
デ
ル
の
紹
介
や
展
望
を
語
り
ま
し
た
。
基

調
講
演
に
は
、
当
館
学
芸
員
時
代
に
事
業
を

は
じ
め
た
大
河
内
智
之
氏
（
奈
良
大
学
教
授
）

に
登
壇
い
た
だ
き
、
宇
佐
産
業
科
学
高
等
学

校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
事
例
報
告
や
、
講
演
・

報
告
を
踏
ま
え
た
各
館
担
当
学
芸
員
と
大
河

内
氏
三
者
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

博
学
連
携
の
継
続
に
は
ま
だ
ま
だ
工
夫
が

必
要
で
す
。
よ
り
持
続
可
能
な
方
法
を
探
り
、

文
化
財
に
向
き
合
う
仲
間
を
増
や
す
た
め
、

努
め
て
参
り
ま
す
。

文
化
財
レ
プ
リ
カ
の
製
作
と
活
用

技
術
交
流
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

友
の
会
と
現
地
見
学
会
を
開
催

博
物
館
は

令
和
八
年
八
月
ま
で
休
館



蘆
雪
と
い
う
画
家

　

江
戸
時
代
半
ば
の
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）、
一
人
の
画
家
が

紀
州
を
訪
れ
ま
し
た
。
京
都
の

長
沢
蘆
雪
（
一
七
五
四
〜
九
九
）

で
す
。
蘆
雪
は
現
代
ま
で
つ
な

が
る
日
本
画
の
礎
を
築
い
た
円

山
応
挙
の
高
弟
で
、
こ
の
一
〇

年
の
間
に
愛
知
、ス
イ
ス
、大
阪
、

福
岡
、
東
京
の
各
地
で
回
顧
展

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
代
表
作
の「
龍

虎
図
」（
図
１
）
は
、
ご
存
じ
の

方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

蘆
雪
は
丹
波
国
篠
山
藩
（
兵

庫
県
丹
波
篠
山
市
）
の
藩
士
の

家
に
生
ま
れ
た
の
ち
、
幼
少
期

を
京
都
で
過
ご
し
ま
し
た
。
当

時
京
都
で
大
活
躍
し
て
い
た
円

山
応
挙
に
絵
を
学
び
、
二
九
歳

の
と
き
に
は
『
平
安
人
物
志
』

と
い
う
京
都
の
著
名
人
が
掲
載

さ
れ
る
書
物
に
名
を
連
ね
、
画

家
と
し
て
世
間
の
評
価
を
得
て

い
ま
し
た
。

　

蘆
雪
が
三
三
歳
の
と
き
、
遠

方
で
の
大
き
な
仕
事
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
天
明
六
年

か
ら
七
年
に
か
け
て
紀
州
を
訪

れ
、
三
つ
の
寺
で
手
が
け
た
約

一
八
〇
面
の
襖
絵
。
現
在
残
っ

２
０
２
６
年
度
の
展
覧
会

至なんば
南海本線

●和歌山市役所

和歌山県立近代美術館

和歌山城和歌山県庁
●

至大阪

国道24号

至和歌山港

前
庁
県

宮
新
至

宮
新
至

R
J

線
に
く
の
き

至阪和道
和歌山I.C.

至王寺

JR
和歌山線

至天王寺至奈良

R
J

線
和
阪

わかやま電鉄
貴志川線

けやき大通り

和歌山県立博物館N

和歌
山市

山
歌
和

国
道
42
号

三年坂通り

JR和歌山駅または南海和歌山市駅から
「県庁前」（バス停）下車、徒歩2分

〈特別展 蘆雪生動ー南紀 無量寺への旅ー〉
〈常設展示は行っていません〉

〈常設展・企画展〉 

まちなかの博物館・美術館をめぐろう！
和歌山市内５館（和歌山県立近代美術館、和歌山県立博物館、和歌山市立博物館、和歌山城天守閣、
わかやま歴史館）の相互割引制度がありますので、是非ご利用ください。

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館（
博
物
館
と
な
り
）の
展
覧
会(

予
定)

企
画
展　
万
博
の
レ
ガ
シ
ー

２
月
14
日（
土
）〜
５
月
６
日（
水・祝
）

特
別
展　
下
村
観
山
展

５
月
30
日（
土
）〜
７
月
20
日（
月・祝
）

企
画
展　
な
つ
や
す
み
の
美
術
館
16

７
月
11
日（
土
）〜
９
月
27
日（
日
）

特
別
展　
１
９
３
０
年
協
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念

　
　
　
　
生
誕
１
３
０
年　
前
田
寛
治
展

２
０
２
７
年
２
月
20
日（
土
）〜
３
月
28
日（
日
）

常
設
展　
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｗ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
①
関
西
の
戦
後
美
術

２
月
14
日（
土
）〜
５
月
６
日（
水・祝
）

　
②
現
代
版
画４

月
14
日（
火
）〜
６
月
28
日（
日
）

　
③
彫
刻
・
絵
画

８
月
４
日（
火
）〜
２
０
２
７
年
１
月
11
日（
月・祝
）

　
④
版
画

８
月
４
日（
火
）〜
２
０
２
７
年
１
月
11
日（
月・祝
）

　
⑤
鈴
木
崇×

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｗ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

10
月
14
日（
水
）〜
２
０
２
７
年
２
月
11
日（
木
）

開館時間　午前9時30分～午後5時(入館は午後4時30分まで)
休 館 日　月曜日(祝休日の場合は翌平日)、2026年4月1日
　　　　　(水)～2026年8月10日(月)、それ以外でも臨時休
　　　　　館する場合があります。詳しくは博物館までお問
　　　　　い合わせください。

駐 車 場

博物館の利用案内

交　通 入　館　料

※大型バスでご利用の場合はお問い合わせ下さい。

入館者
2時間まで 無料

100円以後30分ごと

和
歌
山
県
立
博
物
館　

博
物
館
だ
よ
り　

第
30
号

編　

集　

和
歌
山
県
立
博
物
館

　

〒
６
４
０
ー
８
１
３
７　

和
歌
山
市
吹
上
一
丁
目
４
番
14
号

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

（
０
７
３
）
４
３
６
ー
８
６
７
０

　

https://hakubutu.w
akayam

a.jp

令
和
８
年
（
２
０
２
６
）
３
月
発
行

※高校生以下、65歳以上、障害者手帳の
　交付を受けている方は無料です。
※企画展示室の展示替え期間中は常設展
　示のみとなります。

常設展企画展企画展 特別展

き
の
く
に
の
歩
み

　
　
ー
人
々
の
生
活
と
文
化
ー

海
南
の
古
刹 

願
成
寺

蘆
雪
生
動

　
　
ー
南
紀 

無
量
寺
への
旅
ー

く
ら
ひ
ら
く

　
　
ー
博
物
館
の
蔵
仕
事
事
例
集
ー

10
月
10
日（
土
）〜

３
月
31
日（
水
）

10
月
10
日（
土
）〜

12
月
６
日（
日
）

12
月
19
日（
土
）〜

２
月
14
日（
日
）

８
月
11
日（
火・祝
）〜

９
月
23
日（
水・祝
）

三
万
年
に
わ
た
る
き
の
く
に―

和
歌
山
県
の
歴
史
を
、人
々
の
生
活
と
文
化
を
主
題
と
し
て
、七
つ
の

コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て
、時
代
の
順
に
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
て
い
ま
す
。な
お
、特
別
展「
蘆
雪
生
動―

南
紀 

無
量
寺
へ
の
旅―

」の
開
催
期
間
中
は
、常
設
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

館
内
の
空
調
機
改
修
工
事
お
よ
び
展
示
替
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

近
年
注
目
を
集
め
る
江
戸
時
代
の
画
家
、長
沢
蘆
雪
。京
都
画
壇
の
巨
匠
円
山
応
挙
の
高
弟
で
あ
り
な

が
ら
、型
破
り
な
表
現
で
人
気
を
得
て
い
ま
す
。蘆
雪
の
最
初
に
し
て
最
大
の
連
作
は
、和
歌
山
県
南

部
の
三
つ
の
寺
で
描
い
た
障
壁
画
。そ
の
う
ち
の
一
つ
、串
本
町
無
量
寺
の
収
蔵
庫
改
修
工
事
に
合
わ

せ
、生
き
生
き
と
動
き
出
す
よ
う
な
蘆
雪
画
を
一
挙
に
公
開
す
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

人
々
は
む
か
し
か
ら
大
切
な
も
の
を
蔵
に
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。道
具
や
記
録
や
宝
物
な
ど
中
身
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、関
連
す
る
地
や
人
の
歴
史
を
物
語
る
品
々
が
、ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
た

し
か
で
し
ょ
う
。そ
の
蔵
に
眠
る
の
は
、宝
の
山
か
文
化
財
か
。現
在
進
行
中
で
あ
る
高
野
山
大
学
と
の

共
同
研
究
、高
野
山
北
室
院
文
化
財
調
査
を
中
心
に
、く
ら
を
ひ
ら
い
て
い
く
現
場
を
紹
介
し
ま
す
。

海
南
市
別
所
に
位
置
す
る
古
刹 

願
成
寺
。平
安
時
代
に
湛
慶
上
人
が
待
賢
門
院
の
冥
福
を
祈
る
た
め

に
建
て
た
寺
院
で
す
。願
成
寺
に
は
和
歌
山
県
指
定
文
化
財
の
願
成
寺
文
書
が
伝
え
ら
れ
、寺
院
の
成

り
立
ち
と
変
遷
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
企
画
展
で
は
、願
成
寺
に
残
さ
れ
た
古
文
書

を
中
心
に
、平
安
時
代
〜
江
戸
時
代
の
願
成
寺
と
そ
の
周
辺
地
域
の
歴
史
を
紐
解
き
ま
す
。

企画展

き
の
く
に
工
芸
の
き
ら
め
き

２
月
27
日（
土
）〜

４
月
11
日（
日
）

和
歌
山
県
内
に
は
日
本
を
代
表
す
る
様
々
な
工
芸
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
多
く
は
寺
社
へ
の

奉
納
と
い
う
か
た
ち
で
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
寺
社
門
前
や
城
下
町
和
歌
山
な

ど
で
も
、多
く
の
職
人
が
華
麗
な
工
芸
品
を
制
作
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
企
画
展
で
は
、県
内
に
伝
え

ら
れ
た
き
ら
め
く
工
芸
品
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

一　般 大学生
      310円 190円
      

250円 150円
個　人
団　体

一　般 大学生
      910円 570円
      

750円 450円
個　人
団　体

休　
館

４
月
１
日（
水
）〜
８
月
10
日（
月
）


